
紙面の都合上、質問は抜粋しています

◎三宅繁博　〇眞鍋幹雄　
　三浦克彦　　飛鷹裕輔　　三好　平　　曽我部　清

産業建設委員会
審査概要

◎委員長　〇副委員長

議案第 1 号　

四国中央市城山下臨海土地造成事業埋立地に
おける土砂受入手数料条例の制定について

議会だより

編集委員会
年に 1 度、当初予算の議決や、会派代表者による
代表質問を行う 3 月議会が終わり、新年度がスタ
ートしました。
市発足 20 周年となる記念すべき年であり、一般
会計予算額が、422 億 6000 万円（前年度比 36.4
億円増＋ 9.4％）と過去最高額となっております。
記念事業にも大きな予算を組んでおりますが、20
周年が単なる記念イベントで終わるのではなく、
未来へつながる投資になるよう、しっかりと注視
していかなければなりません。市民の皆さまも各
議員に対して、ご意見・ご感想をお伝えいただけ
ると幸いです。

　質問
みなと修景事業について、ガントリークレーンのライト
アップに1700万円を投資してシティプロモーションなど
を図ることに対しての考えを伺う。

　答弁
今後の活用として、市民の意見を聞きながら、市民に喜
んでもらえるイベントなどを実施し、受け入れられる形
で進めることが大事であると考えている。
子どもたちが将来このまちにとどまるきっかけの一つと
して、イベントに参加した子どもたちに港がきれいであ
るという思い出を持ってもらえればと考えている。
そのためには、市民への説明も丁寧に行いながら事業を
進めていきたい。

議案第 27 号　
令和 6 年度
四国中央市一般会計予算 [ 所管分 ]

　質問
この手数料条例の制定によって、どの程度の収入額が見
込まれるのか。
また、収入額については、企業用地の売却価格に反映さ
せるものであるか伺う。

　答弁
手数料については、土砂 1㎥につき770円と設定し、その
対象土量が約80万㎥であることから、収入額は6億1600
万円を見込んでいる。
また、企業用地の売却単価に転嫁するものではない。

◎猪川　護　　〇横内博之
　杉浦良子　　眞鍋利憲
　飛鷹裕輔

編集後記



紙面の都合上、質問は抜粋しています

総務市民委員会
審査概要

◎委員長　〇副委員長

◎原田泰樹　〇谷内　開　
　山川和孝　　川上賢孝　　　篠永誠司　　吉田善三郎
　谷　國光　

議案第 2 号
四国中央市の議会の議員及び長の選挙における
選挙公報の発行に関する条例の制定について

◎吉原　敦　　〇眞鍋利憲　
　横内博之　　杉浦良子　　猪川　護　　山本照男

教育厚生委員会
審査概要

◎委員長　〇副委員長

議案第 27 号
令和 6 年度
四国中央市一般会計予算 [ 所管分 ]

　質問
小学校施設整備事業15億 2599 万 7000 円と中学校施設整
備事業6億7206万9000円における小中学校屋内運動場空
調設備整備事業と小中学校施設照明 LED 化推進事業につ
いて、事業の目的を伺う。

　答弁
小中学校屋内運動場空調設備整備事業は、児童生徒の熱
中症対策、避難所の機能強化という観点から、緊急性が
あると判断され整備を進めていくものである。
また、小中学校施設照明 LED 化推進事業は、脱炭素や児
童生徒の学習環境の改善を目指して進めていくものであ
る。

　質問
小中学校屋内運動場空調設備整備事業について、防災や
避難所整備の観点から、自家発電などの設備の導入を検
討していないのか。
また、実証するための期間として、令和6年度に検証を行い、
令和7年度事業として整備していくことは検討していない
のか。

　答弁
自家発電の設備導入などは、当然必要と考えている。
バックアップ電源のための必要な設備を付加するなどを
想定しながら検討をしている。
また、検証期間を設けることも、検討させていただきた
いが、重要視しているスピード感を持って、一斉に導入
したい考えである。

議案第 27 号
令和 6 年度
四国中央市一般会計予算 [ 所管分 ]

　質問
合併して20年が経過し、その間に幾度か選挙も行われて
いるが、なぜこのタイミングで条例を定めることになっ
たのか伺う。

　答弁
これまで国政選挙や県議会議員選挙などは選挙公報が導
入されていたが、市政選挙については、選挙期間が短い
ことから、作成に至らない経緯があった。
前回の市議会議員選挙のときも、候補者の顔が見えない
という有権者の意見や、選挙公報導入についての一般質
問もされたことから、選挙管理委員会で協議を進め、短
い期間でも対応できるよう事務的なことも詰めることが
できたため、今回導入することとなった。

　質問
企画費の業務改革支援業務委託料900万円の具体的な内容
について伺う。

　答弁
人口減少、少子高齢化など本市を取り巻く環境が変化す
る中、安定的な行政サービスの提供や新たな行政課題へ
対応するため、デジタル技術の活用を前提に共通事務の
集約化や業務手順、処理方法などの見直しや最適化が必
要である。
本業務では現在の業務量や業務遂行における課題を把握
し、業務の効率化に向けた検討・分析を行い、改善施策
の提案及び移行方針の作成などを行うものである。



番　号 件　名 議決結果

議案第 25 号 令和 5 年度　四国中央市港湾上屋事業特別会計補正予算（第 1 号） 原案可決

議案第 26 号 令和５年度　四国中央市公共下水道事業会計補正予算（第 2 号） 原案可決

議案第 27 号 令和 6 年度　四国中央市一般会計予算 原案可決

議案第 28 号 令和 6 年度　四国中央市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

議案第 29 号 令和 6 年度　四国中央市国民健康保険診療所事業特別会計予算 原案可決

議案第 30 号 令和 6 年度　四国中央市介護保険事業特別会計予算 原案可決

議案第 31 号 令和 6 年度　四国中央市公共用地先行取得事業特別会計予算 原案可決

議案第 32 号 令和 6 年度　四国中央市福祉バス事業特別会計予算 原案可決

議案第 33 号 令和 6 年度　四国中央市港湾上屋事業特別会計予算 原案可決

議案第 34 号 令和 6 年度　四国中央市西部臨海土地造成事業特別会計予算 原案可決

議案第 35 号 令和 6 年度　四国中央市寒川東部臨海土地造成事業特別会計予算 原案可決

議案第 36 号 令和 6 年度　四国中央市駐車場事業特別会計予算 原案可決

議案第 37 号 令和 6 年度　四国中央市介護予防支援事業特別会計予算 原案可決

議案第 38 号 令和 6 年度　四国中央市後期高齢者医療保険事業特別会計予算 原案可決

議案第 39 号 令和 6 年度　四国中央市城山下臨海土地造成事業特別会計予算 原案可決

議案第 40 号 令和 6 年度　四国中央市水道事業会計予算 原案可決

議案第 41 号 令和 6 年度　四国中央市工業用水道事業会計予算 原案可決

議案第 42 号 令和 6 年度　四国中央市公共下水道事業会計予算 原案可決

議案第 43 号 令和 6 年度　四国中央市財産区管理会特別会計予算 原案可決

議案第 44 号 四国中央市名誉市民の選定につき同意を求めることについて 同　　意

諮問第 1 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 異議なき旨答申

議員提出
議案第  １号 四国中央市議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について 原案可決

6 年
陳情第 1 号 加齢性難聴者への支援に関する陳情について 継続審査

5 年
陳情第 2 号 保育士配置基準の改善及び保育士の処遇改善を求める陳情書 継続審査

5 年
陳情第 5 号 学校給食の無償化を求める意見書の提出を求める陳情について 継続審査

34 ページからの続き

おしえて市議会
今月号では、

「附帯決議」について説明します。

附帯決議とは？
議会や委員会における審議の対象である
議案の議決にあたり、
付け加えられる議会の要望の決議のことを
言います。

附帯決議は、議会の希望として、
市長などにこれを尊重する政治的、道義的な
責務を負わせるにとどまり、
法的な拘束力を有するものではありません。

令和 6 年 3 月 12 日開催の教育厚生委員会
で、議案第 27 号 令和 6 年度　四国中央市
一般会計予算 [ 所管分 ] に対し、附帯決議
が提出されました。



令和6年3月3月定例会　議決結果一覧
番　号 件　名 議決結果

承認第 1 号 令和 5 年度　四国中央市一般会計補正予算（第 6 号）の専決処分の承認を求めることについて 承　　認

議案第 1 号 四国中央市城山下臨海土地造成事業埋立地における土砂受入手数料条例の制定について 原案可決

議案第 2 号 四国中央市の議会の議員及び長の選挙における選挙公報の発行に関する条例の制定について 原案可決

議案第 3 号 四国中央市下水道事業経営審議会条例の制定について 原案可決

議案第 4 号 四国中央市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 5 号 四国中央市監査委員条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 6 号 四国中央市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 7 号 四国中央市税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 8 号 四国中央市手数料条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 9 号 四国中央市障がいのある人もない人も共に安心して暮らせる愛ある社会を目指す条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 10 号 四国中央市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 11 号 四国中央市介護保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 12 号 四国中央市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 13 号 四国中央市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 14 号 四国中央市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例につ
いて 原案可決

議案第 15 号 四国中央市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 16 号 四国中央市漁港条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 17 号 四国中央市営住宅条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 18 号 四国中央市自転車駐車場条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 19 号 四国中央市水道事業等の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 20 号 四国中央市水道事業給水条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 21 号 令和 5 年度　四国中央市一般会計補正予算（第 7 号） 原案可決

議案第 22 号 令和 5 年度　四国中央市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 2 号） 原案可決

議案第 23 号 令和５年度　四国中央市国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第 2 号） 原案可決

議案第 24 号 令和 5 年度　四国中央市介護保険事業特別会計補正予算（第 3 号） 原案可決

33 ページに続く



紙面の都合上、質問・答弁の一部を要約して掲載しています
一般質問 二次元コードから、各議員の質問の映像を見ることができます

市営住宅のこれから

　質問
アンケート結果からも西新町
団地の建て替えにより家賃負
担が増すことに不安の声があ
る。今住んでいる西新町団地
を出ずに住み替えることが重
要である。建て替えに当た
り、他住宅への住み替え希望
者にどのように応える考えか
伺う。

　答弁　　　副市長、建設部長、建築住宅課長
アンケー卜結果では、約 8 割の入居者が建て替えに賛成で、建て
替え後も団地への入居の意向があると回答している。新しい団地に
は、現居住者の方が優先的に入居することができるが、家賃につい
ては、住宅の床面積や経過年数などにより決定されるため、家賃の
上昇は避けられない。
住み替え後の家賃上昇を一定年数減額することはできるが、最終的
には決定された家賃となる。他の市営住宅への転居については、公
募を行わず、希望される市営住宅に入居できることとなっており、
建て替えの際には入居者の希望を伺いながら対応していく。

飛鷹裕輔
議員

その他の質問 地域の安心・安全を目指して　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
高齢者が買い物できる優しい四国中央市を目指して

SDGsな職場環境を目指して（ブラック化してしまった市役所）パート2

　質問
令和5年12月議会においての
一般質問に引き続き、今の時
代に逆行した市職員の働き方
の改善について伺う。
また、パワーハラスメント被
害に対する処遇について、な
ぜ、問題が起こった元の職場
へ復帰しなければならないの
か伺う。

　答弁　　　副市長、総務部長
12月議会後、部局長で構成する庁内人事施策検討委員会において、
時間外勤務縮減に資する対策について検討を始めており、会議によ
る負担を減らす取り組みとして、コロナ禍で定着した書面による会
議の実施や、電子決裁を活用することで、決裁の持ち回りの負担軽
減を図っている。
また、ハラスメントを理由に休職した職員の復職の際には、「元の
職場で以前と同じように仕事ができること」を復帰基準とした「復
職支援プログラム」により対応しているが、これは復職時に人事異
動を伴うと、新しい人間関係や業務への対処が必要となり、復職す
る職員への負荷が更に増すことが想定されるため、元の職場への復
帰を原則としている。なお、ハラスメントの加害者は、速やかに人
事異動を行うこととしている。

谷  國光
議員

議会傍聴議会傍聴ののご案内ご案内
四国中央市議会では、
誰でも本会議を傍聴することができます。
傍聴を希望される方は、
住所と氏名を記入して入場することになります。
傍聴席には限りがありますので、
団体で傍聴を希望される場合は、
あらかじめ議会事務局までご連絡ください。

議会事務局　28-6048

日程や内容などを知りたい方は…

市報のお知らせ欄を
ご覧になるか、
市議会ホームページ
に、定例会日程を
掲載しています。 市議会ホームページ



紙面の都合上、質問・答弁の一部を要約して掲載しています

魅力づくりについて

　質問
「霧の森」や「マイントピア

別子」とは機能の違う、にぎ
わい環境を創出する道の駅に
ついて、本市の西の玄関口で
ある土居地域の国道11号沿
線に展開する可能性について
伺う。

　答弁　　　副市長
道の駅は、「地域活性化の核」となる施設であるが、近年、そこに
防災機能が加わることで、地域の更なる魅力向上に繋がるものと期
待されている。
既存の道の駅との位置関係から可能性はあると考えられるが、その
一方で、基本構想の策定まで多岐にわたる調査・検討、関係機関と
の調整が必要であり、現時点では課題が多いと認識している。

眞鍋幹雄
議員

その他の質問 公共交通システムについて　 五葉松に関連して　 防災について

災害発生時の対応について

　質問
災害が発生し、長期に及ぶ断
水が起きた場合、日々の生活
用水の確保が大変重要にな
る。
緊急時の水源として井戸水を
活用し、生活用水の確保の手
段として「防災井戸」の活用
に向けた検討について、市の
考えを伺う。

　答弁　　　市長、副市長、消防長、市民窓口センター所長
「災害用井戸活用制度」は、断水時におけるトイレ用水など生活用

水の確保という点からは有効な手段であると考えられる一方、飲料
水や風呂水として利用する場合は、水質の安全を確保するため、平
常時から井戸を清潔に保つための管理や使用上の取り決めが必要と
なる。
仮に、飲料水として利用した場合、腹痛などの事故があった際の責
任問題など、さまざまな課題もあることから、災害時の井戸水の活
用は、井戸の所有・管理状況の調査なども含め、今後、検討してい
きたい。

その他の質問 地震災害にどう備えるか　 EV 充電器の設置について

三浦克彦
議員

携帯電話のトラブルで子どもを被害者にも加害者にもさせないために

　質問
SNS などで子どもたちに裸や
下着姿などを「自撮り」させ
る犯罪が全国的に広がる中、
愛知県警主導で AI を利用し
て被害を防止するアプリが開
発された。
子どもたちがインターネット
上のトラブルに巻き込まれな
いための本市の取り組みにつ
いて伺う。

　答弁　　　教育指導部長、学校政策課長
個人所有の機器に一企業が提供するアプリを推奨することは、自治
体としては難しい。メリットとデメリットを理解した上で、各保護
者がその責任の範囲において導入願いたい。
本市では、児童・生徒の安全を確保しつつ、パソコンやスマホの必
要な能力やスキルを身に付け、問題が起きた時の解決方法を考える
力や実践力を養う「デジタル・シティズンシップ教育」を推進して
いる。アプリなどを制限することだけでなく、デジタル社会を生き
抜くための教育も進め、子どもたちがこれからの変化の激しい社会
で、加害者にも被害者にもならず自立して活躍できる取り組みを進
める。

谷内  開
議員

その他の質問 学校で実施されている「健康診断」について　 認知症高齢者等見守りシ－ル導入について
プレコンセプションケア（妊娠前からの健康づくり）について



一般質問 二次元コードから、各議員の質問の映像を見ることができます

ガントリークレーンのライトアップ企画について

　質問
港湾部にある大型クレーン・
ガントリークレーンのライト
アップに1700万円もの予算
を使う狙いと意味を伺う。
市民からアイデアを募り、市
民が納得できる企画にすべき
と考えるがいかがか。

　答弁　　　市長、副市長
港湾にガントリークレーンがあることは
本市の港湾事業のメルクマール

（重要な指標）になっていると考えている。
工場群西側に新たなライトアップ箇所を設けることで「日本一の紙
のまち」である本市や紙産業を支える三島川之江港のイメージアッ
プに寄与し、市民への情報発信をより広く行うことが可能になる。
ライトアップ効果を活用する新たな企画など、市民参加型のイベン
トの開催も含め、市のみならず市民が有効に活用できる方策を探っ
ていきたいと考えている。

吉原  敦
議員

その他の質問 がん治療中のウィッグ・胸部補整具購入費用の助成について
ファミリーサポート制度について　 児童数の減少の中での統廃合の取り組みについて

わくわくする子育て環境づくり（屋内体験施設）について

　質問
令和5年12月議会の一般質問
で、紙のまち資料館を子育て
や観光資源にしたいと提案
し、天気を心配せずにさまざ
まな体験をして遊ぶことので
きる屋内体験施設の必要性を
訴えた。
現状どのように検討している
のかを伺う。

　答弁　　　市長、副市長
本市では、子育て環境の充実を図るため「子育て環境整備基本構想」
を提案し、今後実施予定のタウンコメントで住民の皆さまから意見
などをいただき、来年度に基本構想の策定を目指している。
屋内体験施設については、基本構想の一つ「（仮称）キッズプレイ
ミュージアム整備編」において検討している。
構想の基本理念を「ワクワクが子どもの生きる力を育てる」とし、
体験・集い・活動の場としての機能を備えた施設を想定し、基本構
想完成後は、運営の基本となる「管理運営計画」や設計の基礎とな
る「基本計画」の策定を目指し、取り組みを進める。

その他の質問 地域防災力の向上について　 人口減少問題について

横内博之
議員

資格や技能を有する人たちの待遇について

　質問
今年度、会計年度任用職員の
最低賃金がアップされ、処遇
は改善されてきたが、まだま
だ資格や技能をもった職員が
足りていない。会計年度任用
職員について、本市では、ど
のような資格や技能を持った
職種があるのか。また、妊娠
し、出産した場合の対応につ
いて伺う。

　答弁　　　市長、副市長
本市で雇用している会計年度任用職員の職種は、20 職種 25 業務に
分類されている。 「保育士 · 幼稚園教諭」、「介護予防支援員」、「看
護師」などの医療福祉職があり、そのほか、専門的な認定資格研
修を受講し、 修了証の交付を受けることで資格を有することとなる

「放課後児童支援員」など、専門性の高い業務に従事する職種を幅
広く設定している。
また、会計年度任用職員にも育児休業の取得が認められており、子
どもが 1 歳になるまでは、年度をまたいでの取得も可能である。

杉浦良子
議員

その他の質問 学校の消火栓について



紙面の都合上、質問・答弁の一部を要約して掲載しています

国民健康保険の今後の運営
について

SDGs の推進について 地域共生社会の推進につい
て

令和4年4月に市内49の企業・団体と
共に「四国中央市 SDGs 推進プラッ
トフォーム」を立ち上げ、SDGs の達
成に向け、地域を挙げて取り組みを
進めている。
今後も、「SDGs 未来都市」として、
地域課題に対してビジネスの視点で
取り組み、「持続可能な紙産業に支え
られるまち」を目指し、経済、社会、
環境の3側面から2030年のゴールに
向け、プラットフォームの活動や各
種取り組みを活性化させていきたい。

令和3年9月に「四国中央市障がいの
ある人もない人もともに安心して暮
らせる愛ある社会を目指す条例」が
制定された。
全ての人がお互いの人権及び尊厳を
大切にし、ともに支え合い、誰もが
分け隔てなく生き生きとした人生を
送ることができる共生社会の実現に
向け「心のバリアフリー」を推進す
るとともに、愛

え が お

顔のあいサポート運
動の普及啓発に取り組み、自分らし
い暮らしを続けられる地域づくりに
より一層取り組んでいく。

愛媛県国民健康保険運営方針では、
資産割の廃止、保険料統一という大
きな改定が示されている。
本市は、これまで繰越金や基金を活
用しながら、国保料の据え置きを行
い、被保険者の負担軽減に努めてき
たが、資産割の廃止を含めた国保料
の増額改定を段階的に進めていくこ
とが必然となる。
今後も医療費はじめ被保険者の減少
など、その動向を注視しながら、安
定的な運営に努めていきたい。

その他の質問 国道 11 号バイパスの延伸について　　 城山下臨海土地造成事業について

地域医療（中核病院建設）
について

人口減少・少子化対策につ
いて

中核病院周辺道路の整備に
ついて

中核病院の整備は、公立学校共済組
合において、昨年、基本計画が策定
され、病院施設の規模などが示され
た。基本計画では、令和10年度に竣
工することとなっている。
病院の建設に当たっては、設計と施
工を一括して行うデザインビルド方
式を採用する。
今後は、業者選定後に設計及び建設
工事を実施し、三島医療センターの
解体設計及び解体工事に着手する。

中核病院や周辺施設へ安全で円滑な
交通が確保できるよう、東方面の市
道と国道11号との交差点周辺におい
て、アクセス性向上や渋滞緩和など
の改善に取り組んでいる。
また、災害時にアクセス道路が優先
的に救援ルートとなるよう関係機関
と協議を進め、本市の救急医療体制
や防災力の強化を図っていく。

今年度は、「友活・恋活チャレンジ事
業」、「紙婚式事業」、「不妊症・不育
症治療費助成事業」などの事業に取
り組んだ。来年度は、全ての事業を
継続するとともに、新たに４つの事業
を計画している。
また、子育て世代の方へ、より丁寧
に情報が届くよう、各地域の子育て
支援拠点でのチラシの設置や登録制
の子育て支援アプリなどを活用し、
周知の強化を図っている。

その他の質問 地域産業の支援・強化について　　 水道施設及び管路の更新・耐震化について

トンネルコンポスト施設の
整備について
トンネルコンポスト方式は、ごみを
燃やさず、発酵乾燥させ、固形燃料
に資源化する方式で、その導入の効
果としては、温室効果ガスの排出削
減が見込まれることや、市内で発生
するごみをエネルギーに変えること
により、地産地消が実現する。
今後は、固形燃料の供給先の確保、
建設候補地の選定、災害廃棄物の処
理の検討などを行っていく。

人口減少・少子化対策につ
いて
保育料完全無償化は、妊娠・出産を
考える子育て世帯の経済的な不安の
解消につながり、少子化対策の一つ
として有効であると考えるが、自宅
で保育する世帯も多く、公平性をど
のように保つかなどの課題もある。
また、紙おむつのサブスクリプショ
ン事業は、保育現場の新たな負担と
ならないよう、保護者や保育施設の
意見も聞き取りながら、課題事項と
して検討する。

三島川之江港整備について

令和3年に金子地区国際物流ターミ
ナルで供用を開始したガントリーク
レーンの効果もあり、令和4年のコン
テナ貨物取り扱い量は、四国1位とな
るなど、堅調に推移しており、地域
の物流拠点としての役割を果たして
いる。港湾の振興は、基幹産業であ
る紙産業の持続的発展と市民生活の
安定、また、安全・安心に直結する
ものであるため、引き続き重点的に
取り組んでいく。

その他の質問 学校給食費無償化事業について　　 水道事業の健全経営について



代表質問 二次元コードから、各議員の質問の映像を見ることができます

能登半島地震の被災地支援
について

篠原市政第3期目の
最終年を迎えるに当たって

被災地支援では、まず、市職員とと
もにトイレトレーラーを被災地へ派
遣した。物的支援では、愛媛県紙パ
ルプ工業会や四国中央地区トラック
協会のご協力により、市内の紙関連
企業からご提供いただいたティッ
シュやトイレットペーパーなどの紙
製品を11トントラック2台に搭載し、
輪島市へ搬送した。
今後も継続した支援を可能な限り
行っていきたい。

本市の市長としてこの職務に就き、
約10年11か月が経った。
これまでの篠原市政を語るにはまだ
早いと考えている。本定例会でも提
案している通り、重要案件が多々あ
る。これらの重要案件について、残
りの任期で一歩でも前に進むよう努
力していきたい。

令和会令和会

吉田善三郎
議員

市制発足20 周年記念事業
について
5 月開催の市発足 20周年記念式典で
は、さまざまな分野において四国中
央市政に貢献された方や団体を表彰
するほか、花火大会などの例年開催
している行事を20周年記念事業とし
てボリュームアップした企画を予定
している。
また、来年開催される「2025大阪・
関西万博」で「書道パフォーマンス
甲子園」が行われることが決定し、
発祥の地である本市として、市を PR
する千載一遇のチャンスだと考えて
いる。

Ｕターンなどの
移住・定住促進について
移住希望者に安価で快適な物件を提
供できるよう「空き家バンク」を稼
働し、移住に向けた環境整備に繋げ
ている。
また、空き家バンクを介して購入し
た物件をリフォームする際の補助金
制度も設けている。
シティプロモーションや子育て支援
などさまざまな視点からの施策を強
化・連動させることにより関係人口、
定住人口の増加、創出を目指し、人
口減少に対する効果的な施策に取り
組んでいく。

一新会一新会

三宅繁博
議員

市発足20周年の節目を迎える年度で
あることから、20周年記念事業をは
じめ、防災・減災、DX、GX、学校給
食費無償化など、経済状況や物価高
騰を踏まえた予算編成としている。
また、学校施設の空調を整備し、学
校環境、避難所環境の向上に努める。
多くの新規・大型事業を実施してい
くこととなるが、先送りのできない
課題に挑戦し、「支え合い未来へつな
ぐ魅力都市」の実現を目指し、鋭意
取り組んでいく。

シティプロモーションの
推進について
令和５年度は、俳優の高梨 臨さんを
起用し、自然や食、観光地などを紹
介する旅行雑誌「旅色」を作成し、
本市の魅力を最大限に引き出すとと
もに、イメージ強化に努めた。
また、シティプロモーション推進の
旗印であり、「日本一の紙のまち」の
認知度向上につながるロゴ・スロー
ガン開発に努めている。
今後は更にブランドを強化し、「選ば
れる市」として持続可能なまちにな
ることを目指していく。

自民自民・・公明公明
クラブクラブ

山本照男
議員

当初予算編成方針について議員の質問

理事者答弁

議員の質問

理事者答弁

議員の質問

理事者答弁
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UONTEUONTE 霧の高原 Glampingから見える雲海/塩塚高原（新宮町上山） 霧の高原 Glampingから見える雲海/塩塚高原（新宮町上山）

大阪 4,900円
三宮 4,450円
京都 5,350円

（※往復利用時の片道あたりの運賃）

三島川之江インターから

松山・高知・徳島へも毎日運行中！

高速バスが便利でおトクです！

名古屋 5,000円～

（市営専用駐車場あり※29台）

☎089-941-0489
ジェイアール四国バス


